
●6

角
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
障
害
基
礎
年
金
角

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
間
に
初
診
日

（
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
の

診
療
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
障
害
等
級

表

（
１
級

・
２
級
）
に
よ
る
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
終
了
し

た
方
で
も
、
　

歳
以
上
　
歳
未
満
の
間
に
病

６０

６５

気
や
ケ
ガ
な
ど
の
初
診
日
が
あ
れ
ば
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
の
年
額
は
１
級
が
　
万
3

９８

１
０
０
円
、
２
級
が
　
万
６
５
０
０
円
で
す
。

７８

●
保
険
料
納
付
要
件

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
初

診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
、
公
的
年

金
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期
間
に

つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ

て
い
る
こ
と

（「
３
分
の
２
要
件
」
と
言
い
ま

す
。
」
）
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の

「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ
な
く

と
も
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
の
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ

て
い
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（「
特
例
要
件
」
と
言
い
ま
す
。）　

　
な
お
、
前
記
の

「
３
分
の
２
要
件
」
「
特
例

要
件
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
初
診
日
の
前

日
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
初
診
日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て

も
、
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
裁
定
請
求
の
手
続
き

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
裁

定
請
求
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
窓
口
は
役
場
と
な
っ
て
お
り
、
障
害
基
礎

年
金
を
支
給
す
る
か
否
か
の
審
査
は
年
金
事

務
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
裁
定
請
求
を
行
う
に
は
、
医
師
が
記
載
す

る
書
類
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
、

役
場
町
民
生
活
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

角
ス
ズ
メ
蜂
退
治
用

　
　
　
　
「
誘
香
液
」
の
作
り
方
角

　
ま
も
な
く
ス
ズ
メ
蜂
の
活
動
時
期
と
な
り

ま
す
が
、
女
王
蜂
の
動
き
が
活
発
化
す
る
前

に
、
次
の
手
順
で
作
製
す
る

「
誘
香
液
」
で

誘
い
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
女
王
蜂
を
１
匹
退
治
す
る
こ
と
で
、
数
千

匹
の
蜂
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
作
製

の
上
、
住
宅
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
（
　
ｍ
～

15

　
ｍ
位
）
に
吊
る
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

20※
住
宅
に
近
い
と
、
蜂
が
多
数
飛
来
し
危
険

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈設
置
時
期
〉

　
６
月
～
７
月

　
蜂
は
、
女
王
蜂
１
匹
か
ら
巣
作
り
を
行
う

の
で
、
１
匹
目
を
取
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
８
月
中
旬
～
下
旬

　
蜂
の
巣
が
大
き
く
な
り
、
巣
分
れ
を
す
る

の
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈材
料
〉

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
１
㍑
用
以
上
）
1
本

・
日
本
酒

（
ワ
イ
ン
可
）
１
５
０
悪
／
酢
　２０

悪
／
水
１
０
０
悪
／
砂
糖
　
～
　
ｇ

５０

７０

〈作
り
方
〉

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、
カ
ッ
タ
ー
で
１
・
５
㎝

に
３
方
切
り
、
穴
を
２
～
３
か
所
開
け
る
。

　
注
：
穴
が
大
き
い
と
蜂
が
逃
げ
ま
す
。

②
日
本
酒
な
ど
の
材
料
を
混
合
し
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
入
れ
て
キ
ャ
ッ
プ
を
す
る
。

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
木
な
ど
に
吊
る
す
。　

　
な
お
、
蜂
が
た
く
さ
ん
入
る
と
、
液
を
交

換
す
る
か
蜂
を
取
除
く
と
よ
い
。

角
新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
角

　
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以

内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住

所
を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許

可
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
共
同
墓
地

（
字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
　
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円
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○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
②

○ろ 
　
戦
後
開
拓

　
敗
戦
後
、
新
冠
に
は
多
く
の
人
た
ち
が
入

植
し
た
。
樺
太
・
満
州
か
ら
の
引
揚
者
、
御
料

牧
場
職
員
、
ア
イ
ヌ
協
会
関
係
者
、
軍
人
な
ど

一
挙
に
開
拓
者
と
し
て
訪
れ
、
御
料
牧
場
解

放
地
に
入
植
し
た
。

　
日
高
管
内
に
お
い
て
最
も
開
拓
者
が
多
い

の
は
新
冠
で
、
そ
れ
だ
け
新
冠
で
御
料
牧
場

が
広
大
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
牧
場
と

い
っ
て
も
当
時
は
う
っ
そ
う
と
し
た
原
始
林

に
囲
ま
れ
、
開
拓
者
は
農
耕
馬
を
使

っ
て
懸

命
に
土
を
耕
し
、
生
活
を
す
る
基
盤
を
切
り

開
い
た
。

　　
労
重
ね
　
血
と
汗
に
じ
む
　
開
拓
地

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。


